






































































































































































































































































































ルであった 1 台 30 紡錘のミュールを使用して，成人男性の紡績工を雇う


































































できる o 1802 年のボルトン全域の労働者を調査した記録が，現在でもボル
トンの文書館に残されているが，それによれば，当時，ボルトンで稼働し







150 紡錘だったのが，その後，急速に増大し， 180 年前後には 250 紡錘，
1830 年前後には 30 紡錘から 40 紡錘にものぽった。当然， 180 年前後の




































工よりも，その出来高賃金率は 3割から 4 割も低かったと考えられる。つ
12 







年の時点で 1台 20 紡錘を越えない小型ミュールの場合，女性紡績工 1
人に対して 1 人の糸継工の配置ですむと言われており，より具体的には，
120 番手の細糸生産の場合 1台 192 紡錘のミュール 2 台を担当する紡績工






















































































































その調査に基づいて， ミュール紡績室で働く 18 歳未満の未成年労働者に
ついて，彼らの雇主の違いによって間接雇用と直接雇用に分類し，集計し
たものが表 1 である。それによれば ミュール紡績室の未成年の糸継工や
掃除工については，男子の 11% と女子の 13 %，男女合わせた全体では







直接雇用 間接雇用 不明 計
男子 697(106) ) 5，852(.7) 50(.1) 6.59((10) ) 
女子 346 (1 3.0 2，284(6.1) 24(0.1 2.654 (1 0 
合計 l. 043 (1l. 3 8，136(87.9) 74(0.1) 9.253 (1 0 
II 男子 3，038(1.) 23 ，634(87.8) ) 257(01) ) 26 ，92(10) ) 
女子 1，25(1.6) 8，63(8.7 82(0.1 10. (1 0 
合計 4，293(1.6 32 ，297(8.5) 39 (0 .01 36 ，92 (1 0 
[資料] P. P. ， 1834 ， xi (167) ， Factories lnquiry Comisn ， Suplemntary 






















未成年労働者総数 直接雇用割合全(%員 ) 
直接雇用間接雇用不明合計 男子女子
ハイド 24 592 31 867 25.7 60.7 28.1 
マンチェスター 597 3，205 19 3.821 14. 18.0 15.6 
ストックポート 60 692 。752 8.4 3. 8.0 
ステイリブリッジ 51 580 4 635 4.9 16. 8.0 
グロソップロ 31 615 13 659 4.8 4.5 4.7 
ボルトン 57 1.702 。1，759 1. 8 5. 3.2 
オノレダム 1 604 7 612 0.2 0. 0.2 
ウォリントン 。 106 。106 0. 0. 。
全体 1，043 8.136 74 9，253 10.6 13.0 1.3 
[資料] p. P. ， 1834 ， xi (1 67) ， Factories Inquiry Comison ， Suplemntary 
Rψ ort ， Pt. 1， D. 1， p. 125-13. 
[注]全体の数値は原資料にある数値を記載しているため，全体の数値は，全地域の
合計値とは異なる G














































































































































































































































































































( 5 )女性紡績工と疾病基金を特徴とする新たな労働組織は， 1810 年以降，
当時の代表的な巨大企業を中心にして普及したれ産業革命が終了する 1830
年代初頭において，イギリス綿工業全体に占める割合は，雇用労働者ベー
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詳しくは，田中章喜「産業資本家像の転換のために一一マンチェスタの綿紡績業者
フィリップス&リー」国士舘大学『政経論議 j 69 号 (198 年)を参照。
19) ソルフォード工場の雇用者総数については， 186 年については議会資料で確認で
きるが，設立当初の雇用者総数を示す資料は存在しない。しかし， 1795 年における
火災保険評価額が雇用者総数が約 50 名のドリンクウォータ一社とほぼ同じである
ことから， ソルフォード工場についてもほほ、同規模であったと推定できる。 p. P. ， 186 ， 
iii ， Rφort on Child 何 n in Manulactories ， p. 374 ; Guildhal Libray ， Sun Insur-
ance Ofice MS. ， Policy Register ， se r. CD ， vo l. 9， no. 6431 ; Guildhal Li bray ， 
Royal Exchange Asurance Company MS. ， Fire Policy Register ， 2nd Orignal 
Se r.， vo l. 29 ， no. 14369. 
20) Manchestr 仰 d S αlford Advertiser ， 6 April 1836. 
21) p. P. ， 186 ， iii ， Rψo1' t on Child 1' en in Ma ηulactories ， p. 35. 
2) P. P. ， 1834 (16 7)， xx ， Fi 1' st Report 01 Facton:es Inqui?y Comisn ， D. 2， p
10. 
23) 旧'1 :1章喜「産業革命と労働組合一一イギリス綿紡績工組合の変質， 180 ・1830
年J r専修経済学論集j 39 巻 (204 年)， 136-8 頁。
136 
24) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children in Cotn Manulactories ， p. 342.
25) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children in Cotn Manulactories ， p. 436.
26) L. S. P. ， 18 (90) ， xcvi ， Evidenc on Coto η Factories Bil ， p. 186 
27) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 162. 
28) L. S. P. ， 18 (90) ， xcvi ， Evide ηce on Cotn Factories Bil ， p. 79. 
29) John Rylands Li bray ， Busine Records of Dagdle and Brothes ， English 
MS. ， 120/B142. 
30) Por Man 包Advocate ，10 March 1832. なお，アシュトンの綿紡績工場では，1;;.:
性紡績工ではないが，紡績工のほとんどが 18 歳未満であったという証言があること
から，ノ〈ーリー&ホーンビー杜のように ，if }j 績工組合に加入できない成年男子労働
者を紡績工としていたと見てよいだろう。
31) Hobsbaum ， Labouring Men ， p. 352 (訳， 319 頁)
32) ]. Sutclife ， A Treatise on Canls …… Observations on the Best Mode 01 
Cardin ιRoving ， Drawing ， and Sping Al Kinds 01 Cotn Twist (Rochdale ， 
1816) ， p.3-7. 
3) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 39-40 
34) p. P. ， 186 (397) ， iii ， RゆOJ1 on Children ， p. 358. 
35) A. J. Robertsn ，‘ Robert Owen ， Cotn Spiner : New Lanrk ， 180-1825' ， 
in S.Polard and ]. Salt eds. ， Robert Owen ， Prophet 01 the Por (Lond ， 1971) ， 
p. 149-50 (根本久雄・畠山次郎訳『ロパート・オウエン J 青弓社， 1985 年， 20 
頁).
36) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 152 
37) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 202. 
38) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 45-7. 
39) Boltn City Archives ， Rules for Dean Cotn Workes' Sick List (Boltn ， 
1832) 
40) Articles 01 Agremnt ， Rules ， Orders. and Regulations 01 the Friend か
Asociated Coton Spiners 01 Manchestr (Manchestr ， 1792) .より詳しくは，田
中「イギリス綿紡績工組合J 6-7 頁。ただし当時，女性紡横工が紡績工組合に加入
していたどうかについては分からない。
41) Boltn City Archives ， A List of Al the Cotn Factories and also the peol 
1九Torking theirin withn the Township of Li tt1 e Boltn (I Sep. 1802) ，2/19 
42) 田中 f19 世紀イギリス綿工業の紡績技術J 170 頁。
43) いうまでもなく， 18 年にマンチェスターで起きた紡績工のゼネストの際，フィ
リップス&リ一社だけが操業を続けることができたことは， I司社は女性紡績工の採





45) Sutclife ， A Treatise ， p. 35-6. 
46) p. P. ， 1834 ， xi (167) ， Factories Inquiry Comison ， Suplemntary Report ， 
Pt. 1， D. 1， p. 17. 
47) L. s. P. ， 18 (90) ， xcvi ， Evidenc on Coton Factories Bil ， p. 186 ; L. S. P. ， 
189 (24) ， cx ， Evidenc on Children in Coton Manuj 包ctories ，p. 162 ， 436. 
48) F. M. Eden ， The State 01 the Por (Lond ， 179) ， vo l. 1， p. 54-6. 
49) 詳しくは田中「イギリス綿紡績工組合J 3-1 頁。
50) L. S. P 丘.， 1819 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 108 ， 126 ， 13 ， 202. 
51) p. P. ， 183 (450) ， XX ， First RゆOrt 01 Facton'es lnquiry Comisn ， D. 2， p
10. 
52) P. P. ， 186 (397) ， iii ， Re ρort 0η Childre η， p. 352. 
53) パーリー&カンパニ一社の疾病基金における労働者の積立金と企業の拠出金の割
合は， 183 年初頭には前者が約 190 ポンドで後者が 13 ポンド， 184 年初頭には前
者が約 174 ポンドで後者が 13 ポンドで，企業は平均して全体の 7% しか支出してい
ない。また，労働者は，年末には，それぞれの積立金額に応じて一時金として週積
立金の約 50 倍の配当を得ることができた。 L. S. P. ， 189 (24) ， CX ， Evidenc on 
Children ， p. 39-40. 
54) Anual Register ， Chronicle ， 18 ， p. 90-1 ; P. P. ， 1824 (51) ， v， Repo バ on
Artizan ， p. 575. 18 年のマンチェスターのゼネストについては，田中章喜「産業
革命と労働組合一一イギリス綿紡績工組合の変質， 180-1830 年J r専修経済学論
集j 39 巻 (204 年)を参照。
5) Manchetr Mercuy ， 26 Aug. 1826 ; Manchestr Guardin ， 12 Aug. 1826; 











57) P. P. ， 1834 ， xi (1 67) ， Factories Inquiry Comison ， Su 戸ρlemntary Rゆort ，





M. M. Edwards ， The Gγ owth 01 the British Coton Trade ， 1780-185 (Manches-
ter ， 196 7)， p. 25-7. 
59) J oyce ， Work ， Society and Politics ， p. 134-20. 
60) 田中「産業革命と労働組合J 13-5 頁。
61) 田中「産業革命と労働組合J 15-4 頁。
62) 詳しくは，回中「ボスたちは何をしたのかj を参照。
63) p. P. ， 183 (450) ， xx ， First Report 01 Factories 1ηquiry Comisn ， D. 1， p. 
60. 
64) 田中 f19 世紀イギリス綿工業の紡績技術J 16-74 頁。
65) なお，オーバードライビング・システムという言葉は，この問題を取り上げてい
る次の同時代のパンフレットに使用されている。 W. Hal ， Vindication 01 the 
Chorley Spi ηners (Manchster ， 1825) ， p. 5.
6) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 20 ， 53-4. 
67) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Child 陀 n，p. 38-9 ， 44. 
68) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 23. 
69) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evide ηce on Children ， p. 1 ， 17. 
70) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 137 ， 364 ， 378. 
71) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Children ， p. 156 ， 165. 
72) Hal ， Vindication ， p. 5 
73) L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc on Childre 凡 p.165
74) Hal ， Vindication ， p. 5.





雇されるのが一般的であったことを示している o L. S. P. ， 189 (24) ， cx ， Evidenc 
on Children ， p. 109. 
